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地上 の この 活性 化 が 私 た ち へ 何 を が すか 


ムスリム の 皆様 。 夜 が 必ず 朝 と な る よう 
に 、 冬 も 必ず 春 と な り ま す 。 時 が 過ぎ 、 冬 
は その 場所 を 春 へ と あけ 渡す の で す 。 春 、 
この 世界 を 見 る な ら 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 に よ 
っ て 押 生 し て いる こと を 共に 喜 信 こと が で 
きま す 。 春 に は 、 太 陽 に 愛情 の し る し が 見 
えま す 。 氷 が 解け 、 雪 が 水 に な り 、 水 蒸気 
と な っ て 昇っ て いき ます 。 上 空 で し ずく と 
な っ た 水 は 、 慈 悲 と し て 地上 に 降っ て きま 
す 。 春 の 夕立 に よっ 
て 、 軒 いた 切り 株 が 
生気 を 取り 戻し ます 。 
載 い た 骨 の よう だ っ 
た 木 が 、 葉 に よっ て 
飾ら れ ま す 。 地 に 時 
か れ た 種 は 、 新 し い 
生 を 始め る べく 地上 
に 出 て きま す 。 一緒 
に 色とりどり の 花 を 
咲か せ 、 よ い 香 り を 
ふり まき ます 。 

親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 クル アー ン 
の ある 旬 で は 、 「 か れこ そ は 、 慈 悲 に 先 ん 
じ て 吉 報 を 交 す 風 を 送ら れる 御方 で ある 。 
それ が ( 雨 を ) 含ん だ 重い 雲 を 運べ ば 、 わ 
れ は それ を 死ん で いる 地 に 送っ て 雨 を 降ら 


せ 、 こ れ に よっ て 各種 の 果実 を 生産 させ る 。 


われ は この よう に 死者 を 時 ら せ る 。 恐らく 
あな た が た は 悟る で あろ う 。」 ( 高 壁 章 第 
5 7 節 ) と され 、 地 上 の この 活性 化 が 、 私 
た ち へ 復活 を 示し て いる も の で ある こと を 
教え て いま す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 一 人 の 人 に と 
っ て 、 新 た な 生 を 得る こと 、 本 来 の 場 で あ 
る あの 世 の た め に 備え る こと は 最も 重要 な 
こと で す 。 ク ルアー ン が この 上 な く 素 晴 ら 


し い 形 で 描い て いる この 幸福 な 場 の た め に 、 





私 た ちら は どれ ほど 備え が で き て いる で し ょ 
2 か 。 ア ッ ラ ー の 恵み が 春の 雨 の よう に 与 
えら れる この 季節 に は 、 ア ッ ラ ー の も と へ 
向かう も の に と っ て も 、 そ れ が 容易 に な る 
で あろ うと いう こと は 忘れ る べき で は あり 
ませ ん 。 天 の 扉 が 開か れ 恵 みな が も た ら さ れ 
る 時 に は 、 地 上 か ら の ドゥ アー や 願い が 天 
に 昇る こと も より 容易 と な る に 違い あり ま 
せん 。 ア デッラ ー が 私 た ち に 見 本 と し て 味 あ 
わせ て くだ さっ た この 
素晴らし さ の 、 見 本 で 
は な く 本 物 を 求め る ベ 
き で あり 、 和 目 然 界 が 春 
に な っ て 自ら を 新た に 
する よう に 、 私 た ちゃ 
私 た ち 自 身 を 新た に す 
る べき で す 。 
親愛 な る 上 兄弟 姉妹 の 
皆様 。 私 た ち が 試 練 の 
場 に いる こと 、 二 人 の 
天使 に よっ て 、 録 画 さ れ て いる か の よう に 
全て の 行動 が 記録 され て いる こと 、 こ れ ら 
が いつ の 日 か 私 た ちの 前 に 示さ れる こと を 、 
私 た ち は 知 っ て いま す 。 だ か ら 、 正 誤 の 区 
別 が 明らか に され る 日 、 恥 じ 入 っ て 後悔 す 
る よう な 行動 は 避け まし ょ う 。 アッラー の 
ご 満悦 に 従っ て 生き 、 よ いし も べべ とし て ア 
ッ ラ フー の 御前 に 出る こと が で きる よう 努め 
まし ょ う 。 今日 の フト バ を 、 ク ルアー ン の 
章 句 で 締め くく り た いと 思い ます 。 「 さ あ 
アッ ラー の 慈悲 の 上 跡 を よく みる が いい 。 か 
れ が 如何 に NR され 
る か を 。 この よ うに か れ は 、 死 ん だ 者 を 時 
ら せ る 。 か れ は 凡 て の こと に 全能 で あら れ 
る 。」 (ビザ ンチ ン 章 第 5 0 節 ) 
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